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－－－－心心心心ふれあうふれあうふれあうふれあう－－－－とはとはとはとは、、、、あるあるあるある『『『『○○○○○○○○者者者者』』』』院長院長院長院長のののの5555年間年間年間年間    

 早いもので、私が当院へ入職して5年が過ぎました。 

院長職としての初仕事は、当時荒れ果てていた7階の屋上庭園、そ

こへ通じる鋼鉄製のドアを強化ガラス製に取り換えた事でした。廊

下が明るくなったばかりか、再整備した綺麗なお花畑がいつも見え

るようになりました。色鮮やかな庭園と、遥か緑に囲まれた多田盆地

が織りなす四季折々のコントラストは、今では患者さんや職員にとっ

て心なごむ場所の一つとなっています。 

 さて、当院の基本方針の一番目は『心ふれあう温かい医療』です。

これは二代目村上院長時代からのもので、5年前に基本方針を見

直した際にも当院にふさわしい方針として引き継ぎました。では、

「心ふれあう医療」とは具体的にどんな医療か。急性期医療出身の

私にとって明確なイメージが湧かないまま日々過ごしてきました。 

 いっぽう最近の急性期医療の現場では、とくに高齢者治療におい

て状況により「証拠に基づく医療：EBM」以上に「物語に基づく医

療：NBM」の重要性が認識され始めています。ここの「物語：ナラティ

ブ」とは患者ご本人の人生の事歴や生き方ですから、病気はその一

部ということになります。つまり、病気だけでなくその主体たる患者ご

本人を看（み）ようという変化が急性期医療でも始まっているので

す。慢性期医療を担当する当院には当然ながら「物語に基づく医

療：NBM」の実践が求められています。その具体的な目標を、当院

基本方針の二番目に『希望に沿い満足と納得の医療』として掲げま

した。 

 このような背景で－心ふれあう－を考えてきましたが、基本はやは

り「患者さんの物語」を確実に認識することから始まると思います。す

でに取り組んでいる情報シートから、例えば趣味や仕事や故郷など

患者さん個々に繋がる小さな情報を常に意識して、個々の患者さん

（とくに意思疎通が困難な患者さん）に想いを巡らし対応する。努力

を要しますがこれを継続する。この小さなきっかけから－心ふれあ

う－医療が始まるのではないかと最近は実感しています。この「想い

を巡らす」ことは、ユマニチュードの基本的な考え方に通じ、さらに

は厚労省の「人生の最終段階に関わるガイドライン」の根本にも繋

がっていきそうです。 

 こんなことを思いながら5年が経過しました。これまでの皆さんのご

協力に感謝し、これからの皆さんの努力がさらに『地域医療の推進

と連携に貢献』する事を切に願っております。 

  

 なお表題の『○○者』については、ぽっかぽかNo36号(H27.1.31)：

今年のあなたは『○○者、○○者、○○者、それとも……者』？をご

覧ください。(当院HP 刊行物 参照) 
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 消化器外科を専門に30年間、急性期外科医療にたずさわってき

ました。 

 平成28年10月当院に赴任し慢性期医療を経験し、1年の副院長

業務を経て、このたび平成30年4月院長に就任しました。 

 当院では障害者病棟、療養病棟、回復期リハビリ病棟、地域包括

ケア病棟と多様な病棟機能で、それぞれのニーズに沿った医療の

提供を行っていきたいと思います。 

 社会復帰を目指した生活行為向上リハビリの推進や嚥下機能評

価から個々に適した栄養療法の選択。よりよいエンド・オブ・ライフケ

アを提供するため、地域でのアドバンス・ケア・プランニングの推進

にもたずさわり、人生の最終段階の医療決定プロセスに関するガイ

ドラインに準拠した医療を提供したいと思います。 

 厚生労働省のかかげる超高齢社会対策である地域包括ケアシス

テムの一旦を担い、急性期医療にたずさわっていた経験を生かし

近隣の急性期病院とのさらなる連携を行い、地域の医療に貢献した

いと思います。 
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  平成28年 協立温泉病院 

 

  平成30年 協立温泉病院 院長    
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平成30年度新入職員です 

病 院 理 念    

看護師:16名       准看護師:5名 理学療法士:4名 作業療法士:4名 言語聴覚士:4名 保育士:2名 

薬剤師:1名 社会福祉士:1名 診療情報管理士:1名 事務員:1名 地域医療連携室

事務員:1名 

 

今年度、40名の新入職員が入職しました。社会人としての心構えや接遇等の講義、手洗いや防災訓練の実技研修を

終え各部署に配属されました。 どうぞ宜しくお願い致します。 

尚、患者サービスの一環として実施されている夏祭りやクリスマス会の時に皆様の前に登場致します。 

6階  :療養病棟入院基本料(20:1)  

5階北:療養病棟入院基本料(20:1) 5階南:療養病棟入院基本料(20:1) 

4階北:障害者施設等入院基本料(10:1) 4階南:障害者施設等入院基本料(10:1) 

3階北:療養病棟入院基本料(20:1) 3階南:回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃ-ｼｮﾝ病棟(15:1) 

2階北:障害者施設等入院基本料(10:1) 2階南:地域包括ｹｱ病棟(13:1) 

当院の病棟区分 (平成30年4月現在) 


